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和文誌「顕微鏡」編集委員を務めます物質・材料研究機構の藤

田大介です．宜しくお願いします．

2011 年 3 月 11 日から一年が経過しました．東北・関東に住む

人々にとって，一年前の東日本大震災の苦難の記憶はいまだ新し

いと思います．この場を借りて，東日本大震災の犠牲となられた

方々に対して深く哀悼の意を表させて頂きたいと思います．私の

属する研究所は茨城県つくば市にありますが，3 月 11 日の震度 6
弱の地震はこれまでに経験したことのない長周期の振動であり，

アンカーされていない装置が動き出し，8 階の居室のみならず研

究施設にも甚大な被害をもたらしました．水・電気・ガスなどの

ライフラインと交通手段の喪失により，私たちの社会基盤が地震

に対して如何に脆弱であったかを痛感しました．また，その直後

に訪れた福島第一原子力発電所のメルトダウンと連続する過酷事

故，空間放射線量率の増大，そして水や大地の汚染など，東日本

大震災は私たちに国難とも云うべき試練を与えました．特に原発

事故は，福島県民をはじめ，今尚，東北・関東の人々に長期に亘

る被害を与え続けております．私達研究者は何をなすべきかを自

問自答し，各々の専門とする科学技術の分野において，東日本の

復興と安心安全な国土の再建に貢献したいと思います．

さて，本号では「走査型プローブ顕微鏡のフロンティア」と題

した特集を掲載しております．ナノスケールで材料の構造・物性・

機能を明らかにする高分解能顕微鏡法の果たす役割は益々増大し

ており，本特集では独創的な走査型プローブ顕微鏡法を開発し，

先端的な物質材料研究に応用展開している第一線の研究者に執筆

をお願いしました．1982 年の走査型トンネル顕微鏡の発明以来，

過去 30 年間，透過電子顕微鏡法と走査型プローブ顕微鏡法は原

子分解能を有する高分解能顕微鏡法として相補的な関係にあり，

相互に切磋琢磨して発展してきました．本特集により，先端的な

走査型プローブ顕微鏡法が日本の研究者により続々と開発されて

いることがお分かりになると思います．我が国の蓄積してきた科

学技術基盤は広い裾野を有しています．独創的な研究開発を推進

する基盤となる優れた人材があるかぎり，今回の試練を克服でき

ると確信しています．

（物質・材料研究機構先端的共通技術部門　藤田大介）
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